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分娩中の子供が死産となった場合、現在は分娩休暇で行われるが、現場の声は

忌引休暇を付与すべきというもの。喪に服す心情に配慮すべきではないか。 

Ｆプログラムか始まってから、毎年女性社員採用枠の２割を女性社員が占めて

いる中で、現場から様々な選択肢が求められている。 

法律上義務付けられているのは育児・介護Ａだ。当社はそれにプラスして行っ

ている。これでベストだとは、思っていない。ニーズや社会の動向によって変

化させていく。 

休暇が競合する場合、最初に取得した休暇が優先される制度であり、分娩休暇

をすでに取得している場合は、忌引休暇は適応されないルールになっている。

喪に服す心情に配慮するが、ルールの見直しは考えていない。 

新横浜駅では、JR 東海側に案内がなく JR 東日本の改札に問い合わせが集中し

ている。境界駅ではお客様にどう情報を伝達するかが重要となる。組合員の声

に踏まえ案内版などを設置すべきだ。 

改札で十分な案内ができるように、案内ツールは配備している。基本的には支

社財源であり、現場の意見を支社が吸いあげ、他社との協議は支社が行うが、

実際他社の敷地の場合の交渉はかなりハードルが高い。 


